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世界戦争と超大暴落が突然やってくる！  

強い国に「窮鼠猫を噛む」に追い込まれた弱い国は強い国に先制攻撃をする。 

1940 年代日本はアメリカ主導の経済制裁を受け原油等エネルギーや資源を輸入することが出

来なくなり、活路を中国、満州、南方に求めざるを得なくなった。 

アメリカは日本を経済的、政治的窮地に追い込み、巧みに日本を真珠湾攻撃に誘導していた。

（日本がいかに真珠湾攻撃に誘導されたかの事実はアメリカの公文書館で開示されている） 

今日でも日本の「真珠湾攻撃は奇襲攻撃」と認識されているが、事実ルーズベルト大統領は日

本海軍がハワイに向かうところから「新高山登れ」（大本営の真珠湾攻撃命令）に至るまで日本海軍

の行動について逐一報告されていた。 

真珠湾攻撃の事実はアメリカにとって「奇襲ではなく予定のコース」であった。 

ウクライナ戦争もイスラエル・ハマス戦争も、攻撃される側にとってすべて「奇襲」でも「想定外」で

もなく「百も承知」の事実であった。 

 

東西両陣営の代表であるアメリカも中国もお互いに戦争は望まない。 

米中両軍の間で不慮の衝突を回避する為のホットライン設置など米中間で戦争回避の努力がな

されている。 

 

しかしそう遠くない時期に米中の代理戦争ではなく米軍と人民解放軍の直接戦闘が避けられな

い事態が起きようとしている。 

 

ロシアのウクライナ侵攻は表向き「まさか」であったし、ハマスのイスラエル大規模攻撃も「まさか」

ということになっている。 

表向き「まさか」の第三次世界大戦は想定外ではなく予定内である。 

小冊子 Vol.137で第三次世界大戦と超大暴落のスケジュールを詳しく述べることにしている。 

読者の皆様に言いたい。 

小冊子 Vol.137 だけは何としてもお読みいただきたい。 

「備えあれば憂いなし」。 

すき焼き一人前分で、生命と財産が救われる！ 

 

時事評論家 増田俊男 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 

事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 

about:blank
about:blank

